
  

 

校歌が出来あがりました！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌制作記念「詩を学ぶ会」 
校歌の作詞をしていただいた谷川俊太郎先生を迎えて、９月２６日に「詩を学ぶ会」が南部中

学校で開催されました。自らの作品「朝のリレー」などを朗読したり、生徒が作詩、朗読した詩

にアドバイスをしてくれたりしました。 

また、「町の豊かな自然や、校舎の様子、３校が統合したことなどを考えながら作詞した」と、

校歌に込めた思いを話してくれました。 

会のおわりに、感謝の気持ちを込め、生徒全員で谷川先生の作品である「生きる」を合唱しま

した。これには先生もとても感動されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久石譲先生作曲の校歌 
 久石先生作曲の曲は親しみやすいメロディでありながら、後半部分が輪唱になっていて、今ま

での校歌にはないような斬新で創造的な曲です。谷川先生の詞を活かしながら、さわやかで爽快

な、明るく元気の出るような曲に仕上がっています。 

 １１月２６日（土）開催予定の音楽発表会にて披露します。 

 

校歌制定検討委員会事務局 
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